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鳥
取
市
は
、
関
係
の
深
い
国
内
外
の
都
市
と
姉
妹
都
市
の
提
携

を
結
び
、
行
政
・
教
育
・
文
化
・
経
済
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

交
流
を
通
じ
て
、
互
い
に
発
展
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ま
た
一
つ
鳥
取
と
ゆ
か
り
の
あ
る
福
島
県
郡
山
市
と

新
た
な
交
流
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

特集

新
た
に
広
が
る
都
市
交
流

福
島
県
郡

こ
お
り
や
ま山
市
と
姉
妹
都
市
提
携
へ

　

明
治
時
代
の
は
じ
め
、
政
府
は

国
家
の
近
代
化
を
推
進
す
る
た

め
、
士
族
授
産
（
職
を
失
っ
た
武

士
へ
就
業
を
奨
励
す
る
政
策
）
と

殖
産
興
業
（
国
内
産
業
の
育
成
と

経
済
の
自
立
化
を
図
る
政
策
）
を

目
的
に
、
安あ

さ

か積
地
方
（
郡
山
市
）

の
原
野
を
開
拓
す
る
大
規
模
な
国

営
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

旧
鳥
取
藩
士
は
、
明
治
13
年
か

ら
入
植
を
始
め
、
同
20
年
ま
で
に

熟
練
し
た
農
民
や
大
工
な
ど
を
合

わ
せ
た
67
戸
２
７
０
人
余
り
が
移

住
し
、
１
戸
あ
た
り
３
町
６
反

（
３
６
０
㌃
）
の
原
野
が
与
え
ら

れ
、
現
地
の
農
民
２
戸
を
加
え
た

69
戸
で
「
鳥
取
開
墾
社
」
を
結
成

し
開
拓
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

開
拓
事
業
は
と
て
も
過
酷
で
、

苦
労
の
連
続
だ
っ
た
移
住
者
た
ち

は
、
明
治
16
年
、
心
の
支
え
と
し

て
国
府
町
の
宇う

べ倍
神
社
の
分
霊
を

ま
つ
り
、
困
難
を
極
め
た
開
拓
事

業
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

入
植
か
ら
１
１
５
年
の
歳
月
が

過
ぎ
た
平
成
７
年
、
当
時
の
鳥
取
女

子
高
等
学
校
（
現
在
の
鳥
取
敬
愛
高

等
学
校
）
の
社
会
部
の
生
徒
た
ち
と

顧
問
の
小こ
や
ま山
富ふ

み

お
見
男
教
諭
が
、
調

査
の
た
め
郡
山
市
を
訪
れ
た
際
、

当
地
の
宇
倍
神
社
で
偶
然
に
旧
鳥

取
藩
士
た
ち
の
郡
山
移
住
に
関
す

縁ゆ
か
りは
旧
鳥
取
藩
士
の

安あ
さ
か積
開
拓
に
始
ま
る

郡
山
移
住
に
関
す
る
資
料
の

発
見
が
、
市
民
交
流
へ

郡山市のランドマーク「ビッ
グアイ」は県内一の高さを
誇り、最上部の「ふれあい
科学館スペースパーク」に
ある地上104.25 ㍍のプラ
ネタリウムは、世界一高い
場所のプラネタリウムとして
ギネスブックに登録されて
います

大正 13年に市制施行を記念して建てら
れた大正建築を代表する「公会堂」。郡
山市のシンボル的建物で、国の有形文
化財として登録されています

11月下旬になると数百羽の白鳥が訪れる猪
いな わ し ろ こ

苗代湖。背景にそびえる雄大な磐
ばんだいさん

梯山を望むロケーションは圧巻


